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漁業関係の従業員にとりて ， l963 年は大 

きな成果をおさめた 年であ った，すなわ 

ち，漁業は期限前に 漁獲計画を達成し ， し 

かも計画を 400 万 ッ， ントネルも上まわっ 

たのであ る、 l963 年に得た魚類， クジラ 

類，海獣類，その 他水産生産物は 4,700 万 

ツェントネ 、 ルで ， これは l950 年の場合の約 

3 倍にあ たっている。 

国営養魚場の 従業員は， l963 年に 227,400 

ッ， ントネルの商品魚を 生産した。 これは 

l962 年の場合より 4,600 ツ， ントネ 、 ル，率 

にして 25% 上 まわるものであ る． ウクライ 

ナ共和国およびモルダヴィア 共和国の漁業 

事業場では，養魚の 生産計画を達成した‥ 

多くの国営養魚 場は ，科学の成果の 上にた 

って，仕事の 上ですぐれた 結果を得ること 

ができた。 たとえば漁業事業場 く ドンル イ 

ブ コンビナートノでは ，面積 900 ㌶の池か 

ら， l ㌶当たりⅡ， 400 ツヱ ントネルの魚類 

を 獲得した。 また ポタ ベンコ氏の班の 池 

( 面積 53 ㌶「からは， l ㌶当たり 24.400 ッ 

ヱ ントネル C l ㌶当り 6,700 ツェントネル 

の 天然 魚 が含まれている ) の魚類を獲得し 

た 。 漁業事業場くべレジャヌイ ン では，勤 

務員は， 池 l ㌶当たり 2l,300 ツ ，ントネル 

の生産向をあ げた． リヤ ザーニン 地 万の漁 

業事業場 く パーラ ン の 池 @ 養育面 漬 620 ㌶・ J 

からは， l ㌶当り l3,600 ツェントルの 魚類 

が得られた。 ここで 造 れたのは全部 2 才の 

コイで， l 尾の平均体重は 496 で であ りた 

コ イ l ツ ，，ント子ル 当りの生産費は 60 ルー 

    これは初めの 計 再 より 3 ループ         

安くついたものであ る， チ ，ルニシェバ 氏 

の班は，彼の 事業場の第 2 号 油 で， l ㌶当 

り l9.900 ツ ，ントネルのコイ」商品 魚 の 平 

均 体重は 5l4 ㌘りを獲得した。 ソロブ ッ ォ 

バ氏の班の第 4 号 油 では， l ㌶当り 20 ， 400 

ッ ，ントネルのコ イ ( 商品 魚のザ 自体重 

550 管 2 を得た，そして 結局， この事業場 

は 2il,000 ルーブルの利益を 得た，モスク 

; ァ 地方の漁業事業場 く オセン ヵン では．養 

魚池の漁業生産高は ， l ㌶ : 当り 巧 ， 300 ッ ， 

ントネルであ ， た 。 く ぺロルスク レ の養魚、 

池 l ㌶当り平均漁業生産高は 4,700 ッェ ン 

トネルであ った " また漁業事業場くべ ロ 

ェノ の養魚油 ( 面積 807 ㌶ )  から， 6,449 ッ 
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，ントネルの 魚類が得られた。 ， : リヤ コバ 

氏の班の池 ( 面積 76 ㌶ ) からは， l ㌶当り 

Ⅱ， 800 ツ ，ントネルの 商品 急 が得られた． 

漁業事業場 ぐ ボルマノの養魚 油 [ 面積 l52 

㌶ ) では， コルス ナ 氏の班は l2,700 ツ ，ン 

トネルの魚類を 獲得した，漁業事業場 くビ 

チ ，一ニ ノ の漁業生産高は ， l ㌶当り 7,500 

ツェントネル「商品 m のコイの平均体重 

585 ㌘ ) であ った。 

@963 年にソ連邦の 漁業事業場全体で l7,3 

l0 万尾の稚魚 @  イ やその他の魚 l を養育 

した ( ことは i962 年の場合より l,660 万屋 

多い ) 。 ． 当才 魚の飼育に関するすぐれた 成 

果が ， 次の事業場で 得られた．す な んち， 

モスクソ地方のくレーニンスクンでは ， @ 

㌶当り l6.2 ツェントネルの 稚魚．バロネジ 

ス、 ク 他方のく レ ボリュー ツ / ノ では面積 2@ 

㌶の池に l9.8 ッェ ントネルの稚苗， タムボ 

ソ スク地力のく ドラ ブ レチヱノ では l ㌶当 

り l8.4 ッ， ント 不かめ稚色   ， グルスク地方 

のく プ ログレス ン では l ㌶当り 20 ． 8 ツ， ン 

ト 不ルの 稚苗， ウクライナのイドン ル 4 ブ 

コンビナ一トン 刊 L l ㌶当り平均 20 ツ，ン 

ト ネルの稚魚， ノ ビコ バ 氏の班では AO ㌶の 

他に 28 ツ 。 ントネルの稚魚を ，それぞれ養 

育した 

しかし， 全体的にみれ ば ， ソヴ @ ェト の 

血 中養魚計画は 遂行されなかった‥ つま 

り， 各共和国がすべで 首尾よく養魚 計 向を 

遂行したわけではなく ， とくに ぴ シヤ連邦 

の養魚計画の 遂行状況はひどく 悪かった． 

計回未 達成の原因は ， 真柴場の大部分は ， 

池中養魚の集約化水準がまだ 低く， たいて 

いの場合，必要な 資金が保障されていない 

ことであ る． 

先輩たちに ょ， て達成された 成果の基礎 

には，養魚茉の 集約化水準の 引上げに努め 

た 日 ・ぼの地道な 仕事があ る． 先輩たちは， 

有機肥料や無機肥料を 池に投入したり ，質 

のよい稚魚を 飼育したりしてきたのであ 

  

漁業事業場 くぺロヱノ では野菜をコ イ の 

餌料 に利用して i ㌶当り約 8 ッ， ントネル 

の生産高をあ げた。 これによって ，節料 が 

節約できるばかりでなく．魚類を よ り安く 

養育できる よう になった ，く べロ ェノ の場 

長ベルヤコブ 氏は ， l ㌶ 当 0l2 ッ， ントネ 、 

かめ 魚類を獲得した [ 池の面積 76 ㌶ り ，こ 

の事業場では 野菜 44 トソ が用意されて 餌料 に 

供された， コ トビーチャ氏の 班では 池 l ㌶ 

当り ll.5 ッ， ントネルの魚類 0 尾の平均 

体重 5l0 ㌘ ) が 得られ， このために 8f トソ の 

野菜が使われた ， これによって ， この事業 

場をはじめとして ，その他の事業場は．魚 

類 l ッ， ントネル当たりの 生産費を 40 ルー 

ブル 80 コベイ ヵ まで下げることができた ， 

" シャ・ ソ ヴィ ヱト 連邦社会主義共和国 

では，商品魚の 養魚計画は遂行されなかっ 

た これは主として ，中央生産管理局下の 

漁業事業場の 事業が不成績だったからであ 

る、 この管理局下の 事業場の漁業生産高 

は ， l ㌶当り 8,l ッ ，ントネルであ った， 

これは共和国全体の 平均漁業生産高よりい 

ちぢ るしく高かったが ， l96l 年のこの事業 

場の生産高よりは 低かりた 0196l 年にモス 

クワ地方の漁業事業場は ， l ㌶当り l0 ツェ 

ントネル以上の 漁業生産高をあ げた ) 。 ク 

ルスク地方，，， ロキ ジスク地方， べ p n ド 

スク地力の漁業事業場の 漁業生産高は 低か 

ったが， ゥラ ゾア スク， コビレ ンヵ ， ド 

" ノ ， り ， 一 トリッチ． " レ ボイ， ボリ ソ フ 

スクの各事業場では ， l ㌶当り 3 一 4 ッ、 

ント千ル の 魚類を獲得した ，中央生産管理 

局 下の 6 漁業事業場 f   パーラ， ブロバレ 

ス， ワリューチキ ， オク トサ ブリ， オセン 

カ， グジェル 力 ) は ， この管区の池の 総面 
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債 023%, 養育した魚類は 管区全体の 40 拷 

を占めた。 

北西地方生産管理局， 北 カフカス ス ， 生 ， 

産 管理局，ボルジスカムスク 生産管理局に 

よって， 令 共和国の池のほ ば 半分 (9,400 

2#@ が利用されている。 そしてこの地方の 

漁業生産高は l ㌶当り 2. ㌻   4 ツェントネ 、 

ル の間を上 F している。 ラトビスク共和国 

の漁業事業場の 生産高はきわめて 低く． l 

㌶当り 3.3 ツ， ントネル， り トフスク共和 

国では l ㌶当り 3.4 ツェントネルであ っ 

た。 このため魚類の 生産費が増大した． こ 

れらの共和国では．近年養魚巣はあ らゆる 

面で状態が悪化した。 

具体的な実清に 即応して， け 63 年と今年 

(l964 年 り ，各漁業事業場では 人工 餌 料の 

欠陥について 研究をすすめている。 こ うい 

9 条件のもとで ，人工節料の 合理的な利用 

はとくに大切なことであ る， しかし現在． 

節料 は無 統制に消費され．ている ，漁業事業 

場くザゴ ルスクノでは ， 餌料 率は 7.4%, 

ミ レーニンスクノでのそれは 約 l0% であ っ 

た。 こ う い う 節料率の事業場はざらにあ る 

のであ る、 餌 料を使いすきると ，ただ養魚 

場 の 餌 料を確保できなくなるはかりでな 

く，節料に対する 支出が総支出の 50 Ⅰ 0% 

を占めるようなことになり ，生産費をぐん 

と高めてしまう。 各事業場および 各班が 大 

熱節料をいかに 広く利用するかという 課題 

があ る。 商い漁業生産高をあ げている事業 

場は，一般的に 生産費が低い。 漁業事業場 

く 。 - ランでは，魚類 l ッェ ントネル当り 

の生産費は 58 ルーブル 70 コベイ カ であ り， 

く レーニンスクンの 場合は lll ルーブル 40 

コペイカであ った。 したがって養魚の 発展 

をかちとる闘いは ， もっともきびしい 節 

約，つまり生産費の 低下と結びつげ てれ な 

わなけれ ば ならない。 

大部分の共和国では。 養魚業の発喪がお 

く 月 ていることの 原因を明らかにし． あ ら 

ゆる指標にもとずいて ，生産の改善措置を 

具体的に企画する 必要があ ると私たちは 考 

えている。 稚魚の養育に 関して特別の 配慮 

がはわわれ．るべきであ る。 

p シ ャ ・ソヴィエト 連邦社会主義共和国 

力ザフスカヤ 共和国， ゥズペ クスカヤ共和 

国では，稚魚の 飼育に関する 試験か組織的 

に行なわれている。 その結果は次のとおり 

であ る。 まず 第 l に 漁業事業場の 養魚池の 

面積がせまいこと ，第 2 に現在あ る池が 十 

分 に利用されていないことがあ げられてい 

る．ここで， ロシャ・ ノバィェト 連邦社会 

主義共和国の ，稚魚の養育に 関する l963 ギ・ 

の 君 十の結果を述べる ， ここては 2,06l ㌶ 

の養魚 油で ． 6,600 万尾の稚魚」 l ㌶ ; 当り 

3,200 尾 ) が養育 さ肝 ，漁業生産高は @ ㌶ 

当り 6,8 ッ ，ントネルに 達した。 ところが 

先輩たちは， l ㌶当り 6L7 万 尾 Ⅰ 0 一ぱ 

ッ ，ントネル ) を得ていたのであ る、 

ソヅィェト 共産党中央委員会 @ 児総会 

は，化学工業の 大々的な発展計画を 作成 L, 

た 。 とくに無機肥料の 生産を強化して ， 養 

照葉の生産局の 向上をはかる 新しい道を明 

示している。 今後，養魚業の 集約化の強化 

は，次のガ向で 行な う 必要があ ると私たら 

は考えている。 すなわち，無機は 巴 料 と有機 

肥料を止しく 利用しで，池の 漁業生産局の 

増強をはかること ， また，魚類の 成長ケラ 

ながし餌の消化を 助ける化     ヂ     肥料を利用し 

て，飼料支出を 減少させること ， さらに池 

で養育されている 魚類を保護するために 化 

， 学 薬品を使用したり ，余分な雑草を 取りの 

ぞくために薬品を 利用することであ る。 

次に，養魚施設の 建設が遅々として 進ん 

でいないことを 指摘しないわげにはいかな 

い。 l9f63 年の養魚施設に 対する投資計画は 
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78% しか実施されていない。 これらの措置 

が実施されると ，池中魚の生産増大に 対す 

る有利な条件ができるだろう。 l964 ヰ - に 

は，養魚場の 従業員は国家の 計 両 (1963 年 

より ll3 千 ッェ ントネル多い ， 340 千 ッェ ン 

トネルの魚類を 牛 産 する 計両 ) を達成する 

ためにⅠ 分 な配慮をはら ら必 嬰があ る 私 

たちは，小産高を 高める万策を 入念に検討 

し． 先輩の経験 @ 生産面積，稚魚．飼料を 

効率的に利用しでいる ) に大いに学ぶ 義務 

があ る l964 午には，私たちは 無機肥料と 

有機肥料を広く 利用して，他の 生産高の 増 

加 に注意をねける 必要があ る．漁業団体は 

資金投下の知識を 身につけたり ，養魚場の 

人員，施設，機械を 補充したり，仕事のテ 

ンポや仕事の 量を調節したり ，養魚の過程 

を総合的に機械化したりする 必要があ る。 

ソヴィエト大産党中央委員会 l0 月 総会お 

よびⅡ 月 総会は次のことを 決定した．すな 

わち， 「今後の農業の 発展．すなわち 畑 

作，畜産力生産高の 増大は，農業の 集約化 

を基礎にして 達成されるだろう」と。 この 

ことは，わが 国における池中養魚の 将来 の 

発展にも直接むすび ゃ くものであ る。 集約 

化の水準な高めることと ，池の面積を 拡張 

すること， この二つを密接に 結合させる必 

要があ る。 一定の面積から ，最少の費用で 

最大の生産高をあ げること   これが私た 

ちの課題であ り，養魚業の 基本的な方針で 

あ る。 l964 年には，養魚計画 未 達成の共和 

国や事業場が 一つもないことを 祈る 

@ 余市漁業問題研究会 ) 

K,@ 6aaa@H 

HTOFH@ H@ wnym@ pasBHTHa@ npy/toBor 

pliCoBoflCTBa 

(pliSoBoaCTBo@ H@ pT Ⅰ     60JIOBCTBO ・   

1964 。 睡 3) 

[ 訳者あ とが ぎ ) 

ソヴィエトでは 沼 ， 池 ，川などを利用し 

て養魚が盛んに 行なわれている。 そして最 

少の費用で最大の 利益を得るために ，研究 

機関と事業が - 体 となって，生物学的研究 

経済学的研究をすすめている。 ソヴィエト 

の養魚の実・ 清と 問題の - 端を知るべく ， 

力 ・，， : ヤン氏の記事を 紹介した， ソ ヴィ 

ェト では，養魚の 収益性を高めるために ， 

たゆまぬ努力を 重ねていることが 分り参考 

になろ う ・ 
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